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介入で，平日に行われており，日本のような
365日のリハビリテーションは実施されていま
せんでした。病院においてもトレーニングマシ
ンと平行棒などが設置されており，それらを用
いた運動療法が主に行われており，個人に対す
る具体的な運動内容や回数などの設定が
Physiotherapistの仕事でした。知人の通って
いた大学でのPT養成コースでは，臨床実習先
に急性期の運動器系・循環器系・神経系疾患施
設，クリニック，高齢者施設の5つを回ること
が義務付けられていたそうです。一つでもパス
できないと次年度再実習となってしまいます
が，そのチャンスは1回のみで，次年度にパス
できないと中途退学を余儀なくされるようで
す。本学では1人の学生が実習できる施設は3
年次から4年次までで3施設であり，すべての
疾患系を網羅させられる状況にはありません。
開業権や鍼使用の有無以外は実施しているPT
内容に大きな差はないと感じましたが，一般人
の認知度や期待度に関しては大きな違いがあり
ました。
　このように，自身の研究だけでなく，理学療
法士に求められている高齢者への具体的な介入
や，オーストラリアにおけるPT教育や臨床の
様子なども知ることができました。また1年間
とはいえ，異国での生活には不慣れなことも多
くありましたが，すべてが貴重な経験でした。
また多くの方々に支えていただき過ごすことが
できました。特に，本研修にあたり，気持ちよ
く私を送り出してくださり，研修期間中もフォ
ローしてくださった名古屋学院大学の教職員の
皆様方には改めてここに深く感謝いたします。
どうもありがとうございました。
